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民

生

委

員

の

活

動

に

対

し

　

感
謝
を
示
し
報
酬
を
上
げ
る
考
え
は

他

市

の

情

報

も

踏

ま

え

見

直

し

を

検

討

し

て

い

き

た

い

100 歳以上高齢者の所在確認
市 の 対 策 は

民生委員や自治会等と連携し
安否の確認を行っている

京王線中河原駅の西口臨時改札口
　 常 時 開 設 へ の 対 応 状 況 は

引き続き鉄道事業者に
要 望 し て い く

生
ご
み
資
源
化
の
研
究

処

理

方

式

の

幅

広

い

調

査

を

資
源
化
効
率
の
高
い
方
法
を

　

研

究

し

て

い

き

た

い

小
・
中
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

閉
鎖
作
動
時
の
危
害
防
止
対
策
は

危
害
防
止
機
構
の
設
置
に
つ
い
て

検

討

し

て

い

き

た

い

地下水源の確保と活用など
都に対し、協議の場の設置を
要 請 す べ き で は

安全でおいしい水の
安定供給のために

設置を要請していく

村
井　

浩
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

民
生
委

員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
都
か
ら
の

活
動
費
の
ほ
か
に
市
社
会
福
祉
委

員
報
酬
を
月
９
０
０
０
円
支
給
し

て
い
る
が
、
他
市
の
状
況
と
、
委

員
の
１
か
月
の
活
動
時
間
は
。

福
祉
保
健
部
長　

同
様
に
実
施
す

る
25
市
中
、
報
酬
月
額
の
１
位
は

多
摩
市
の
月
１
３
９
０
０
円
で
、

本
市
は
下
か
ら
６
番
目
で
あ
る
。

　

活
動
時
間
は
、
１
か
月
の
約
半

分
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

委
員
の
改
選
ご
と
に
欠
員

が
増
え
、
年
々
選
出
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
実
態
を
分

析
し
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
委

員
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
際
に
想
定

す
る
質
問
は
。
ま
た
、
委
員
が
よ

り
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
け
る

た
め
に
、
感
謝
を
示
し
報
酬
を
上

げ
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
や
り
が
い
や
課
題
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
想
定
さ
れ
る
と
考
え

る
。
報
酬
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
、
速
や
か
に
見
直

し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
木　

茂
議
員︵
市
政
︶　

新
聞
報

道
な
ど
に
よ
る
と
全
国
の
各
地
方

自
治
体
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
所

在
不
明
者
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
家
族
の
き
ず
な
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
と
非

常
に
残
念
な
思
い
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
の
所
在
確
認
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
長　

本
市
で
は
、
地
域
で
支
え

る
福
祉
を
目
指
し
、
高
齢
者
の

方
々
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
民
生
委

員
や
自
治
会
等
と
連
携
、
協
力
し
、

安
否
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
22
年
８
月
現
在
、
市
内
在

住
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は

59
名
お
り
、
市
職
員
が
自
宅
へ
直

接
訪
問
す
る
な
ど
、
す
べ

て
の
方
の
所
在
確
認
を
済

ま
せ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
市

職
員
や
関
係
機
関
等
に
よ

る
高
齢
者
の
見
守
り
事
業

を
展
開
し
、
高
齢
者
福
祉

の
更
な
る
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

他

市
税
に
つ
い
て
●

商
業
振

興
に
つ
い
て

市
川　

一
德
議
員︵
市
政
︶　

京
王

線
中
河
原
駅
西
口
臨
時
改
札
口
は
、

定
期
券
や
パ
ス
モ
等
の
利
用
者
が

上
り
方
面
に
限
り
、
午
前
７
時
か

ら
２
時
間
利
用
が
で
き
る
。

　

同
改
札
口
の
常
時
開
設
に
向
け

た
動
き
が
一
向
に
見
ら
れ
な
い
が

住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る
中
、
京

王
電
鉄
㈱
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

市
長　

改
札
口
の
開
設
は
１
駅
に

つ
き
１
か
所
と
の
鉄
道
事
業
者
の

考
え
か
ら
、
今
後
、
駅
利
用
者
が

大
幅
に
増
加
し
な
い
限
り
、
実
現

は
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
長
期
的
か
つ
継
続

的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
引
き
続
き
鉄
道
事
業

者
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
は
、
各
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
対
し
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
が
、
改
札
口
の
新
設
も
補

助
対
象
に
加
え
る
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　

補
助
金
は
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
み
を
主
眼

と
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
対
象
外

で
あ
る
が
、
補
助
対
象
へ
の
組
入

れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
等
の

補
助
制
度
の
活
用
や
他
自
治
体
の

事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

目
黒　

重
夫
議
員︵
共
産
︶　

平
成

21
年
度
か
ら
調
布
市
と
行
っ
て
い

る
生
ご
み
資
源
化
共
同
研
究
の
成

果
と
今
後
の
予
定
を
聞
き
た
い
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

都
環
境

公
社
職
員
か
ら
技
術
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
受
け
る
と
と
も
に
、
先

進
稼
動
し
て
い
る
メ
タ
ン
発
酵
施

設
の
視
察
等
を
実
施
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
、
生
ご
み
資

源
化
技
術
の
整
理
、
ま
た
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
意

向
等
を
計
画
に
反
映
さ
せ
、
24
年

度
以
降
に
は
、
立
地
場
所
の
決
定
、

設
計
、
建
設
工
事
等
を
行
い
、
稼

動
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　

処
理
方
式
は
バ
イ
オ
ガ
ス

化
が
主
流
と
感
じ
る
が
、
微
生
物

を
使
っ
た
方
式
等
も
含
め
、
で
き

る
だ
け
幅
広
い
調
査
を
行
っ
て
欲

し
い
が
ど
う
か
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

資
源
化

効
率
の
高
い
方
法
を
採
用
し
た
い

と
考
え
る
た
め
、
事
業
実
施
の
実

現
に
向
け
研
究
し
て
い
き
た
い
。

他 

府
中
駅
前
再
開
発
︵
Ａ
地
区
︶
駐
車

場
整
備
に
つ
い
て

遠
田　

宗
雄
議
員︵
公
明
︶　

国
は
、

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
事
故
発
生
を

受
け
、
小
・
中
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
閉
鎖
作
動
時
の
危
害
防
止
に

つ
い
て
、
各
都
道
府
県
に
適
切
な

対
応
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
内
小
・
中
学
校
に

設
置
し
た
す
べ
て
の
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
、
安
全
装
置
を
取
り
付
け

る
場
合
の
経
費
を
知
り
た
い
。

教
育
部
長　

現
在
、
未
対
応
の
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
２
６
７
か
所
あ

り
、
取
り
付
け
に
は
約
８
０
０
０

万
円
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。

議
員　

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い

る
他
市
の
事
例
、
ま
た
、
本
市
で

の
今
後
の
安
全
対
策
は
。

教
育
部
長　

他
市
の
事
例
で
は
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
部
に
衝
撃
を
や

わ
ら
げ
る
耐
熱
性
の
シ
ー
ト
を
付

け
、
閉
鎖
作
動
時
の
安
全
対
策
の

強
化
を
図
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

本
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
児
童
・
生
徒
の
多
様
な
行
動

に
対
し
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し
、

安
心
感
の
あ
る
学
校
施
設
整
備
と

な
る
よ
う
、
危
害
防
止
機
構
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

﹁
環
境
配
慮
契
約
法
﹂
に
関
す
る
府

中
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

村
崎　

啓
二
議
員
︵
市
フ
ォ
︶　

市
民

に
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
提
供

す
る
に
は
水
道
水
に
お
け
る
自

※

己
水
割
合
の
維

持
向
上
が
大
切

と
考
え
る
が
、

市
の
取
組
は
。

市
長　

水
道
水

は
、
市
民
が
生

活
す
る
上
で
最

も
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
考
え

る
た
め
、
今
後

も
関
係
機
関
に

対
し
て
自
己
水
割
合
の
維
持
向
上

を
強
く
要
請
し
て
い
く
。

議
員　

水
質
調
査
等
の
毎
年
実
施
、

ま
た
、
地
下
水
源
の
確
保
と
活
用

な
ど
の
協
議
の
場
設
置
に
つ
い
て
、

市
や
市
長
会
か
ら
都
に
要
請
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

水
質
調
査
は
３

年
に
１
回
の
調
査
と
は
別
に
、
混

合
水
の
検
査
を
月
１
回
、
家
庭
用

水
道
水
は
毎
日
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全
で

お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
の
た
め

に
、
協
議
の
場
の
設
置
を
都
へ
強

く
要
請
し
て
い
く
。

　▲中河原駅の西口臨時改札口

※
自
己
水
⋯
市
内
の
水
源
か
ら
浄
水
処

理
し
て
使
う
自
給
自
足
の
水
道
水

他 

地
デ
ジ
完
全
移
行
ま
で
あ
と
10
カ

月
余
り
｜
府
中
市
内
で
﹁
地
デ
ジ
難

民
﹂
を
生
じ
さ
せ
な
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
｜

生ごみのゼロ運動

推進していく考えは

減 量 方 法 に つ い て

広報等を通じ、提案していく

田
中　

愼
一
議
員︵
公
明
︶　

本
市

に
お
い
て
は
、
生
ご
み
処
理
・
活

用
の
た
め
に
英
知
を
結
集
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
生
ご
み
処
理

に
つ
い
て
の
課
題
を
聞
き
た
い
。

市
長　

燃
や
す
ご
み
の
半
分
を
占

め
る
生
ご
み
を
焼
却
に
回
さ
ず
、

い
か
に
資
源
化
す
る
か
が
課
題
で

あ
り
、
現
在
、
調
布
市
と
生
ご
み

資
源
化
施
設
の
共
同
研
究
の
中
で

検
討
し
て
い
る
。

議
員　

生
ご
み
の
ゼ
ロ
運
動
を
推

進
し
て
い
く
考
え
は
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

現
在
、

具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

て
な
い
が
、
生
ご
み
を
で
き
る
限

り
減
量
す
る
方
法
を
、
広
報
等
を

通
じ
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

他 

公
立
・
私
立
・
財
政
援
助
団
体
・
委

託
事
業
な
ど
、
自
治
体
と
し
て
の
府
中

市
が
か
か
わ
る
多
様
な
個
人
情
報
保
護

に
関
し
て
の
新
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

●

地
域
見
回
り
﹁
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
﹂
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
、
ど
の

よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
●

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は

全
く
と
ん
ざ
し
て
い
る
。
早
急
に
推
進

す
べ
き
と
強
く
主
張
す
る
が
決
断
す
る

気
は
な
い
か
に
つ
い
て

　▲水質調査（幸町浄水場）


